
9月 19日に陽光町市営集会所にて、平成26年度第1回潮芦屋地区小

地域福祉ブロック会議を開催し、26名の参加がありました。

参加者：自治会、管理組合、老人会、民生児童委員、福祉推進委員、地域事業所、 

地域店舗、ボランティアグループ、有志、行政、高齢者生活支援センター 

正式名称は、『小地域福祉ブロック会議』。

概ね小学校地区の住民主体の会議です。地区

内の自治会、管理組合、福祉委員会（民生委

員・福祉推進委員）をはじめ地域で活動して

いる方々が集まり、地域の各組織単独ではな

かなか解決できない地域の福祉課題について

考え、解決に向けて具体的に取り組んでいく

ことを目的としております。

小地域福祉ブロック会議とは？

「芦屋市地域発信型ネットワーク」 

潮芦屋地区小地域福祉ブロック会議 開催報告  

平成２６年１１月吉日

潮芦屋地区小地域福祉ブロック会議

（事務局：芦屋市社会福祉協議会）

 これまでの取り組み 

地域福祉ブロック会議では、これまで潮芦屋地区の福祉的な課題に

ついて話し合ってきました。今までに出されてきた課題を確認し、次の

５つが潮芦屋地区の課題であると共有しました。 

・多世代交流 

・福祉活動の協働 

・担い手の発掘・育成 

・福祉課題を有する人の把握 

・認知症や障がい者(児)への理解とかかわり 

昨年度の小地域福祉ブロック会議では、これらの課題解決のための方

策を検討し、「認知症などについての理解を広げるため、勉強会を小地

域福祉ブロック会議で開催しよう」という目標が立てられました。 

小 

 「認知症などについての勉強会の実施企画を作ろう！」 

回の小地域福祉ブロック会議では、昨年度決まった方策を引継ぐ形で、認知症などについての勉強会を実施していくための「実施企画」づくりに

取り組みました。勉強会のテーマや、誰に対して開催しどのようなところに協力してもらいたいか、開催日時や場所など、各グループで活発な話し合

いがなされ、次の４つの企画が立案されました。次回の小地域福祉ブロック会議では、各企画を実施していくための計画を作っていきます。 

今 

テーマ 認知症がどういうものか知りたい
認知症の方も障がい者も共にくら

すために！！
高齢者福祉について 子どもを支える地域組織

対象者 
住民 地域の人々 高齢者本人とその家族・自治会・

老人会

小学生以下の子ども

協力者 
自治会・福祉委員会・ＬＳＡ・

潮見高齢者生活支援センター

地域の事業所・特別支援学校・各

自治会・管理組合・市役所

芦屋市・地域の店舗（広報紙等を

置いてもらう）・民生委員・ＬＳＡ

自治会・コミスク・潮見小学校

PTA・親水中央公園ファンクラブ

開催日時
地域の行事・月一回の映画会の時 年 4回 不定期・（自治会の定例会に合わせ

てなど）

年 1回（毎年 8月 夏休み）

開催場所
集会所・喜楽苑 さくらまつりや秋まつりなどイベ

ントに合わせて

集会所・自治会の総会・定例会の

会場

親水中央公園（潮芦屋交流センタ

ー西側）

講師 

潮見高齢者生活支援センター・認

知症をささえる家族の会（あじさ

いの会）など

講師を外から呼んでくるのではな

く、職業や得意な分野について話

をしてもらえる地域の人に話をし

てもらう

高齢福祉課・介護保険課・高齢者

生活支援センター

国際交流センターのワールド料理

講師（外国の方も多い）

内容・ 

その他 

・夏祭りの時にパネルを張るなど

コーナーを設ける。

・月 1回の自治会の映画会の時に、
毎回１０分ほど福祉の話をする時

間を持つ。（時には認知症など福祉

的な映画を上映する）

・年齢・性別を問わない集い場（サ

ロンなど）。

・みんながフランクに話し合える

会（男性の会ではお酒もふるまう）

なども設けたい。

・困った時にどこに相談したらよ

いかを知りたい

・「サービスの種類・内容」、「認知

症について」、「相談窓口」など

自治会の定例会に専門機関を呼

び、相談できる時間を設けるなど

・高齢化率が高くない地域なので、

子どもを通して自治会間の横の連

携を図りたい

・国際色豊かなカレー作りなど、

親水中央公園を活用した野外活動

 『潮見福祉宅配便』の紹介  

潮見中学校区の福祉専門職が連携して、 

福祉のことでわかりにくいことや、知り 

たいことを、地域の皆さんが希望される 

場所へ出向いてお届けする『潮見福祉宅 

配便』の取り組みをご紹介しました。 

テーマの『おしながき』をご希望の方 

は、事務局の芦屋市社会福祉協議会まで 

お気軽にお問い合わせください。 


